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（２）帯水層の分布

中流域の地下水は、浅層の砂礫層に自由面地下水が賦存しています。この

地下水は左右岸からの支川や山からの涵養および吉野川の伏流によるもので

す。

《解説》
中流域の地下水は、砂礫層に自由面地下水が賦存しています。
この地下水は、吉野川本川からの供給によるもの、支川からの供給によるも

の、左右岸の山地岩盤の割れ目に流動している裂か水等があげらます。
なお、支川及び山からの供給地下水は、左岸側に比べ右岸側で多いと考えら

れます。その理由として、年間降雨量が左岸側で1500mm程度に対し、右岸側で1
500～2500mmと多いこと、左右岸の支川の流域面積，河床勾配を比較すると、右
岸側の方が流域面積が大きく河床勾配が緩やかであること等があげらます。

吉野川左岸右岸の違いによる特徴

以下に、左右岸を比較してそれぞれの特徴を整理して示す。
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